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町
な
か
の
小
橋
の
ほ
と
り
ひ
や
や
け
き

　
風
な
が
れ
み
て
さ
く
ら
散
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

午
畿
の
ひ
と
と
き

　
　
　
　
　
は
な

　
　
　
　
　
桜
晃
て
圏
鋸

　
四
月
六
日
の
日
曜
日
、
西
城
公
園
で

町
商
工
会
青
年
部
主
催
の
花
見
の
宴

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
ロ
］
は
、
朝
か
ら

あ
い
に
く
の
雨
模
様
。
し
か
し
お
昼
頃

か
ら
雨
も
や
み
、
約
二
百
名
の
方
が
桜

を
見
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

寒
箋
概／　　

　
＼

〆

‘
一

人口5，434人（△32）

一男　2，569人（△19）

　女2，865人（△13）

世帯数1，710戸（△5）

　　平成9年4月1日現在

　　　（）は対前月比　」

「町報とうこう」は再生紙を使用しています㊧



　　　　　ロ輔8ご’り②

　
平
成
9
年
度
の
当
初
予
算
は
、
本
町
が
掲
げ
る
五
つ
の
重
要

施
策
（
農
林
業
の
振
興
、
教
育
の
振
興
と
地
域
文
化
の
高
揚
、
社

会
資
本
の
整
備
、
商
工
業
の
振
興
と
企
業
誘
致
、
町
民
の
健
康
づ

く
り
と
福
祉
社
会
の
実
現
）
を
基
本
と
し
て
、
行
政
改
革
大
綱
や

第
三
次
東
郷
町
総
合
長
期
計
画
を
踏
ま
え
つ
つ
、
中
長
期
的
な

視
点
か
ら
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
、
か
つ
効
率
的
に
配
分
し
ま
し
た

が
、
「
二
十
一
世
紀
に
は
ば
た
く
牧
水
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を

め
ざ
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
と
町
政
の
課
題
に
的
確
に
対

処
し
て
い
き
ま
す
。

（単位　千円）会計別予算

会　　計 9年度当初 8年度当初 比　　較

一般会計 4，333，000 4，397，000 一64，000

国保会計 648，700 570，200 78，500

白保会計 702，200 652，150 50，050

簡水会計 70，800 295，500 一224，700

農集排会計 168，450 80，800 87，650

病院会計 443，973 444，862 一889

計 6，367，123 6，440，512 一73，389

（単位：千円）

歳入の財源構成

そ
の
他
千
円

その他
159，254（3．7％）

依

存

財

地方交付税
［，967，000

（45．4％）

町税（306，567千円）の内訳

固定資産税
P93，125

@（63．0％）

町民税
W4，526

i27．6％）

たばこ税
P9，318

i6．3％）

軽自動

ﾔ　税
X，597

i3．1％）

肇
㎜

分担金及び負担金
168，391（3．9％）

　　　　諸収入
繰入金　　121，018

152，005　　（2．8％）

（35％）

主
唱

財

源
譲与金・交付金等
122，502（2．8％）

鉱露
　　（7．1％）

国庫支出金
348，812

（8，0％）ノ

源

歳出の性質別構成

　区債
576，200

（13．3％）

県支出金
411，251

（9．5％）

普通建設事業等
　1，615，550

　（37，3％）

瀧
㎜

　　　　　　　その他
　　　　　　　291，207
　　　扶助費　（6．7％）

　　　315，378

　　　（7．3％）

物件費
334，867

（7，7％）

補助費等
431，761

（10．0％）
国

人件費
815，687

（i8．8％）

公債費
528550

（12．2％）

79％

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉

③塘8こ”う

9
年
度
の
主
な
事
業
の
概
要

ハ
ー
ド
事
業

移
動
通
信
用
鉄
塔

整
備
事
業

　
近
年
、
携
帯
電
話
が
事
業
者
や
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
、
若
者
を
中
心
に
普
及

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
携
帯
電
話
や

自
動
車
電
話
が
本
町
で
も
使
用
で
き

る
よ
う
に
通
信
用
鉄
塔
を
建
設
し
ま

す
。

合
併
浄
化
槽
設
置
事
業

　
自
然
環
境
を
保
護
す
る
目
的
で
、

し
尿
と
生
活
雑
排
水
を
合
わ
せ
て
処

理
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
を
本
年
度

は
五
十
基
設
置
し
ま
す
。

森
林
活
用
環
境
施
設

整
備
事
業

　
森
林
活
用
施
設
と
し
て
牧
水
公
園

の
展
望
所
横
に
コ
テ
ー
ジ
を
一
棟
建

設
し
、
観
光
施
設
の
拡
充
を
図
る
と

共
に
、
機
械
保
管
庫
を
建
設
し
ま
す
。

鶴
野
内
ぶ
る
さ
と

開
発
整
備
事
業

　
鶴
野
人
中
水
流
地
区
に
、
県
が
行

う
道
の
駅
の
整
備
に
合
わ
せ
て
、
観

光
物
産
セ
ン
タ
ー
や
農
林
産
品
加
工

施
設
、
多
目
的
公
園
広
場
等
を
整
備

す
る
た
め
の
用
地
造
成
を
行
い
ま

す
。

屋
根
付
き
運
動
広
場

　
高
齢
者
を
は
じ
め
、
町
民
の
健
康

づ
く
り
と
地
区
活
動
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
屋
根
付
き
運
動
広
場
を
二

地
区
に
建
設
し
ま
す
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
な
ど
の
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
、
区
の
行
事
等
多
目

的
に
利
用
が
で
き
ま
す
。

ソ
フ
ト
事
業

　
海
外
派
遣
事
業

　
平
成
6
年
度
か
ら
中
学
生
を
海
外

に
派
遣
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
9
年

度
は
現
在
の
国
際
交
流
員
タ
ー

ニ
ャ
：
不
ル
ソ
ン
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
発
見
の
旅
」
と
し
て
8
月

16

冾
ｩ
ら
1
0
日
間
派
遣
し
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
設
置
事
業

　
小
・
中
学
校
情
報
教
育
の
一
層
の

充
実
を
は
か
る
た
め
、
年
次
的
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入
し
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

町
長
・
町
議
会
議
員

　　
@　
@　

I
挙
の
投
票
日
決
ま
る

】【

一8ム

一
圃

一一

一
一

一
一

　
四
月
十
一
日
に
行
わ
れ
た
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
ハ
二
十
日
に
任
期
満
了
と
な
る
町
長
並
び
に
町
議

会
議
員
選
挙
の
投
票
日
が
七
月
二
十
七
日
に
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
町
議
会
議
員
定
数
は
十
四
名
で
す
。

　
「
あ
な
た
の
一
票
、
何
か
が
輝
く
、
何
か
が
良
く
な
る
。
」
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
方
は
不
在
者
投
票

の
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
棄
権
を
せ
ず
に
必
ず
投
票
す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

贈
ら
な
い
／
・
求
め
な
い
／
・
受
け
取
ら
な
い
／

み
ん
な
で
投
票
●

き
れ
い
な
選
挙

座制
て♪3bつこ

連
・
o
忍
野
の
叡
肉
で
亙

ほ
ん
の
心
立
痔
ち
で
す

謝
紬
め
く
隼
）
い

儒
F

回
読
ッ
．
，

　、8！

簸
∠O

、
＼

7ニン
　　いδ1’r
　た［獅
了まリノ

（
6

（

、

ダ

・
D
∫
蘇

．
「
／
’

寄網襲響薬

園藻磐
　　　　　　　、’　、、
＼　Lゲネゥ・　7

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉



　　　　　　　　　⑤嚇どうご’り

脳
「
　

虻

誕
隅
’緬

・
寺
原
洋
子

麗
趨

☆
社
会
教
育
指
導
員

　
　
　
・
竹
下
忠
良

　
宮
崎
県
が
、
平
成
三
年
度
か
ら
施

行
し
て
き
た
生
活
環
境
保
全
林
整
備

事
業
が
こ
の
ほ
ど
完
了
し
、
「
観
音

滝
」
上
部
一
体
が
「
森
林
公
園
」
と
し

て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
森
林
の
造
成
と
森

林
の
も
つ
水
、
土
等
の
保
全
及
び
保

健
休
養
機
能
の
強
化
・
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
自
然
林

の
造
成
・
改
良
、
管
理
歩
道
、
簡
易
作

業
所
、
防
火
潅
水
施
設
等
の
整
備
を

行
っ
た
も
の
で
す
。
園
内
に
は
町
の

木
「
山
ざ
く
ら
」
を
は
じ
め
「
ア
カ
シ

ヤ
」
、
「
ア
キ
ニ
レ
」
、
「
ナ
ツ
ツ
バ
キ
」

な
ど
め
ず
ら
し
い
大
小
の
樹
木
が
約
八

十
種
一
万
七
千
三
百
本
植
栽
さ
れ
て
い

ま
す
。
ご
家
族
連
れ
で
ぜ
ひ
散
策
に

行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

☆
教
育
委
員

　
　
　
・
柳
生
重
統

上
大
谷
森
林
公
園

特
別
職
の
異
動

わ
が
ま
ち
6
新
し
い
名
所
が
完
成
〃

班蝦8ごう④

　　　　　　町職員人事異動（嶋旧付）
4月1日付で、町職員の人事の発令が行われました。なお、本年度の新規採用者は5名です。

課 課・所・局長 補　　佐 主　　幹 係　名 係　　長 課　　　　　　　　　　員

矢野昌明 矢野　続
総　　務

（査）若林里美（任）黒木勝己（任）池田正信（任）池田慶子

･沢千里　長友久美　黒木めぐみ　（嘱託）有西妙子総
　
務 管　　財 海野雅彦

情　　報 小林英明 若杉健司
企画
熕ｭ 荒砂建一 海野茂実

企　　画 黒木升男　川越康幸
財　　政 植野浩人 糸平和紀
課　　税 山床貞雄 寺原君保　海野美穂

税
務
吉田重一 海野修一 固定資産 松掛芳美　矢野貴之

地　　籍 伊藤浩二

住　　民 小林潤司住
民 川　越　洋 仁田優子

保険年金 福田幸一 斧　由美　菊池大輔
甲斐まち子 福　　祉 片江豊春福

祉
生
活
那須文美 椎田幹男 環境水道 東村光教　海野靖幸

伊東ヒロヨ 三浦信代 保育園 （鶴野内〉川村初美

振　　興 三浦浩司　那須幹夫
農
政

三浦正教
Q事

竝闔�j
黒木孝利 農　　政 三浦練一 黒木秀明濱地貴志

耕　　地 松尾昇一

農委
�

庶務・農地 三浦元生

林
政

林　　政
平野宇市 寺原政志 森林土木 児　玉　明 黒木郁志

管　　理 （任）井本岩根　若藤公生　　（嘱託）岩本米利
建
設 黒木勝男

山口佐知男 菊池輔弘 土　　木 黒木義人

建　　築 吉田健二
事務等 清水昭生 （査）阿萬富子　寺田富美
給　　食 （任）塩月睦美　（任）甲斐智栄子　（任）横田由美　西田陽子

老
人
ホ
ー
ム

塩月悌二 富山トキ子
楓ﾘ由美子

ｽ野久栄
寮　　母

事　　務 井本哲也

井川幸雄 放射線
病
　
　
　
院

医師

J　川　誠

厓mF紀
刹ﾊ弘悟

楓ﾘ幸男

井上蘇代子

竝阨ｶ重
看　　護

（査）馬原ひとみ　　（査）青山恵子　　（査）池口美都代

i査）児玉洋子　　（査）橋本シマ子　　（査）中村まり子

苳V上剛士　柴田和恵　松下陽子　池田かおり
楓ﾘ貴久子　黒木隆紀　稲田　恵　海野純子
ｴ田夏美

調　　理 （任）川崎麗加　　（任）川口美子　三原真琴

保健
沁ヱ
合算
�

所長中

J　敏�
　　健�

査）三輪千穂　　（査）酒井やつ子　　（査）黒木美千代　

@矢野隆博　荒戸架衣ﾐ

　　祉� 査）一政多栄子　佐藤喜一郎　稲田智代美ﾐ

納� 木ツヨ子� 　　計� 査）矢野澄代ﾐ

会� 原弘勝� 査）寺原映子ﾐ

務・学校� 野真里� 田雅彦ﾐ
校給食員� 寺小）（任）黒木ピサ子（任）白川和代ﾐ育

委
員
会
�

原孝徳� 野口回� 涯教育�

査）西田宗吉　星野眞由美　（派）笠牟田保昌　（社台）竹

ｺ忠良　（社指）寺原洋子（
総ﾛ交流員）ターニャ・ネルソンﾐ

長黒

ﾘ　　男�

寺迫幼稚園）工

｡厚子�
東郷）（査）林　恭子　　（査）橋口洋子（

對浴j鎌田恵智子ﾐ

食夢
ｳ� 所長山

c重男�
　　理�

任）塩月　嬰　　（任）直野廣代　　（任）高橋亜紀子松

ﾘ敦美ﾐ

太
文
字
は
異
動
者
、
カ
ラ
ー
文
字
は
新
規
採
用
者
・
（
査
）
…
主
査
・
（
任
）
…
主
任
技
術
員
ﾐ

鷺．ﾐ

あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈縁務課情報係⑲2111㈹まで〉ﾐ

∵
ﾐ

田智代美ﾐ

げﾐ

蓼ﾐ

戸開戸ﾐ 原真琴ﾐ 田夏美ﾐ

ﾐ
9・而ﾐ

野純子ﾐ

規
採
用
者
の
紹
介
ﾐ

町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉



　　　　　　コ塘8こ層’り⑥

「
議
員
定
数
条
例
改
正
案
を
否
決
」

　
平
成
八
年
九
月
、
富
山
惣
三
郎
氏

ほ
か
九
十
六
人
か
ら
の
直
接
請
求
に

基
づ
き
、
同
月
の
定
例
議
会
に
提
案

さ
れ
た
現
在
の
議
員
定
数
十
四
人
を

十
二
人
と
す
る
議
員
定
数
条
例
の
一

部
改
正
案
は
、
そ
の
後
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
審
査
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
去
る
三
月
二
十
四
日
の

定
例
議
会
最
終
日
に
左
記
の
理
由
に

よ
り
「
否
決
す
べ
き
も
の
」
と
の
委
員

会
で
の
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
こ

れ
を
受
け
て
本
会
議
で
も
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

☆
請
求
の
要
旨

・
議
会
機
能
の
低
下

・
行
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
経
費
節

　
減
・
議
員
定
数
を
減
少
し
、
切
磋
琢
磨

　
し
て
少
数
精
鋭
で
臨
む
べ
き
で
あ

　
る
。

☆
否
決
の
理
由
概
要

・
経
費
節
減
に
つ
い
て
、
冗
費
の
節

約
は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
が
、
議
会

に
要
す
る
経
費
は
、
住
民
が
議
員
を

通
じ
て
町
政
に
参
加
す
る
た
め
に
当

然
必
要
な
経
費
で
あ
り
、
他
の
行
政

諸
経
費
と
同
次
元
で
論
ず
べ
き
も
の

で
は
な
い
。

・
少
数
精
鋭
主
義
も
観
念
的
に
は
理

解
で
き
る
が
、
現
行
制
度
の
も
と
で

は
公
式
ど
お
り
に
は
い
か
ず
、
必
ず

し
も
質
の
向
上
に
は
つ
な
が
ら
な

い
。
・
地
方
分
権
が
進
め
ら
れ
て
い
る
な

か
、
年
々
複
雑
多
様
化
し
、
高
度
化
す

る
行
財
政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
専
門
的
見
地
か
ら
の
政
策
審
議

が
要
請
さ
れ
、
町
村
議
会
で
も
委
員

会
中
心
の
議
会
運
営
が
定
着
し
、
今

後
さ
ら
に
活
発
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
本
町
の
行
財
政
規
模
か
ら
三
つ

の
常
任
委
員
会
を
存
続
し
、
そ
の
機

能
を
十
分
発
揮
す
る
に
は
、
一
委
員

会
最
低
五
人
が
必
要
で
あ
る
。

・
議
員
は
、
町
民
全
体
を
代
表
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
現
実
的
に
は
地
域

代
表
的
性
格
を
持
っ
て
活
動
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
立
場
も
あ
り
、
本
町

の
地
域
性
、
集
落
の
分
散
状
況
等
か

ら
し
て
現
定
数
の
十
四
人
は
必
要
で

あ
る
。

・
議
員
定
数
減
が
必
ず
し
も
町
民
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
議
員
一
人
ひ
と
り
が
全
町

民
の
代
表
者
と
し
て
活
動
し
、
議
会

が
そ
の
機
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る

よ
う
最
善
を
尽
く
す
こ
と
を
町
民
は

期
待
し
て
お
り
、
そ
れ
に
応
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

2

押川末由警部補

　
私
は
、
本
年
三
月
末
の
異
動
に
よ

り
、
都
城
警
察
署
か
ら
日
向
警
察
署

東
郷
駐
在
所
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し

た
押
川
と
申
し
ま
す
。
前
任
の
久
保

警
部
補
と
同
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
私
の
出
身
地
は
西
都
市
で
、
趣
味

と
し
て
は
覚
え
た
て
の
釣
り
の
他
、

ス
ポ
ー
ツ
で
は
特
に
野
球
が
好
き
で

す
。
当
地
に
は
妻
と
二
人
で
赴
任
し
、

東
郷
町
の
一
住
民
と
し
て
お
世
話
に

な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
警
察
に

奉
職
し
て
三
十
年
あ
ま
り
に
な
り
ま

す
が
、
日
向
警
察
署
は
初
め
て
の
勤

務
で
地
理
等
も
全
く
不
案
内
で
す
の

で
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
ず
る

こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
よ
ろ

し
く
御
指
導
の
程
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
私
も
こ
の
美
し
い
自
然
と
清
流

の
町
、
そ
し
て
歌
人
若
山
牧
水
を
生

ん
だ
東
郷
町
で
勤
務
で
き
る
こ
と
を

た
い
へ
ん
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。　
近
年
全
国
的
に
、
交
通
事
故
を
は

じ
め
銃
器
使
用
犯
罪
、
殺
人
事
件
な

ど
の
凶
悪
事
件
が
多
発
傾
向
に
あ
る

な
か
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
事
故

の
な
い
、
そ
し
て
さ
ら
に
安
全
で
住

み
よ
い
東
郷
町
を
め
ざ
し
て
精
一
杯

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆

様
の
御
支
援
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

交
通
安
全
巡
回
相
談

平
成
8
年
の
県
内
の
交
通
事
故
は
、

発
生
件
数
、
死
者
数
、
負
傷
者
数
と
も

に
前
年
を
上
回
る
厳
し
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
県
で
は
こ
の
よ
う
な
交

通
事
故
の
被
害
者
救
済
対
策
と
し
て

交
通
事
故
に
関
す
る
相
談
を
受
け
る

交
通
事
故
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま

す
。日
向
支
部
管
内
は
毎
月
一
回
日
向
市

中
央
公
民
館
で
午
前
十
時
か
ら
午
後

二
時
ま
で
左
記
の
日
程
で
行
わ
れ
ま

す
。

9 8 7 6 5 4 月

18

x）

21 17 19 15

i木）

17

日

3 2 1 12
I
I 10 月

12

i木）

19

x）

16

i木）

18 13

i木）

23

i木）
日

戦
没
学
童
の
　
姻

　　

@
慰
霊
碑
を
建
立
顧

　
終
戦
当
時
、
庭
田
地
区
の
土
取
り

場
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
弾
薬
を
五
名

の
学
童
が
持
ち
帰
る
途
中
そ
の
弾
薬

が
炸
裂
し
、
三
冠
の
学
童
が
死
亡
す

る
と
い
う
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
庭
田
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
戦
後
五
十

年
と
こ
の
地
の
道
路
開
削
を
期
に
、
こ

の
事
故
で
亡
く
な
っ
た
少
年
達
の
慰
霊

と
国
の
恒
久
平
和
、
地
区
の
安
全
を
願

い
慰
霊
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。

こ
の
慰
霊
碑
に
は
、
「
戦
争
の
　
無
情

を
偲
ぶ
童
子
ら
よ
　
蕾
の
ま
ま
に

散
り
し
こ
の
地
に
」
と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
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物の習慣り贈

日本人は、旅行に行くとお土産の心配をしますよね。また、引っ越しの時など、何をするにも贈り物

をする習慣があり、そのお土産や贈り物にたくさんのお金をかけているのではないでしょうか。オース

トラリアでも贈り物をあげますが、それはとてもまれなことです。例えば、お誕生日やクリスマス、卒

業式などの特別な記念日などには贈り物をあげますが、そのほかでお礼や贈り物をあげることはあま

りありません。お礼の手紙を書いたり、花などは贈りますが、結婚式以外で贈り物やお礼としてお金を

あげることはとてもめずらしいことなのです。

Y
八
Y
八
Y
八
X
Y
八
Y
八
V
八
Y
八
X
X
X
苓
八
X
交
Y
八
）
員
⇔
Y
八
Y
八

挺っ越しの場合、贈り物をあげることは日本とオーストラリアでは反対です。日本では引っ越した人

が近所の人達に贈り物をあげますが、オーストラリアでは逆に、引っ越しには大変費用がかかりますの

で近所の人達が引っ越してきた人達にものをあげるのです。これも習慣の違いなのでしょうか。

私は、初めて海外旅行に行ったとき、たくさんの時間とお金をかけて家族と友達にお土産を買いまし

た。私自身お土産をあげたりもらったりするのは好きなのですが、人によってはもらったお土産が好き

な人もいればそうでない人もいます。だから、今は海外に旅行をしてもあまりお土産は買いません。そ

のかわりたくさんのハガキを書いて送ります。その方がお互いに経済的負担もありませんし、言葉の方

がいつまでも心に残ると思うのです。皆さんもぞうしてみてはいかがでしょうか。

吟
．
－
。

　
　
〃

O
　
●・
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一一一一一一一隙…一一一
短
歌
尾
鈴
短
歌
会

学
業
を
終
え
た
る
孫
の
自
転
車
は

老
い
二
人
住
む
家
に
残
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

逝
き
し
娘
に
雛
買
ひ
く
れ
し
義
弟
は

船
長
な
り
き
征
き
て
還
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

暁
の
夢
に
顕
ち
た
る
若
き
日
の

亡
き
父
を
恋
ふ
目
覚
め
の
寂
し

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

坪
谷
川
の
細
き
流
れ
の
き
ら
め
き
て

春
の
近
づ
く
思
ひ
の
た
の
し

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

冬
山
に
繁
れ
る
森
は
陰
ふ
か
く

如
月
の
月
三
々
に
照
る

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
衣
木
子

深
き
青
に
魅
せ
ら
れ
て
買
ひ
し
サ
イ
ネ
リ
ア

こ
の
朝
の
冷
え
に
葉
の
衰
え
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

山
桜
咲
く
を
待
ち
わ
び
て
朝
夕
に

仰
ぎ
し
山
は
霞
の
ふ
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

枝
先
に
露
の
き
ら
め
く
紅
梅
を

甕
に
活
け
た
る
床
の
は
な
や
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

何
を
買
ふ
と
当
て
も
な
け
れ
ど
デ
パ
ー
ト
を

夫
と
巡
り
て
吾
は
疲
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
ト
メ
子

杵
と
臼
に
餅
揚
く
家
の
す
く
な
く
て

文
明
は
古
き
も
の
を
失
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

地
下
足
袋
の
八
枚
の
こ
は
ぜ
今
日
締
め
て

広
き
蜜
柑
畑
の
勇
定
始
む

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

春
告
ぐ
る
鳥
と
い
は
る
る
鴬
か

篁
に
鳴
く
声
と
と
の
は
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
植
野
茂
樹

点
滴
に
命
を
保
ち
み
る
友
の

澄
み
し
眼
は
吾
を
見
分
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係㊥2111（14）まで〉
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辮まちのアルバム⑫
　1　／　　　　　椎茸の駒打ちを体験
ジ

　　1幽
　越表小学校ではくぬぎの時間（ゆとりの時間）を利

用していろいろな体験学習をしています。この日は椎

茸の駒打ちを体験しました。越表の野晒さんが椎茸栽

培の現状などを説明したあと実際の駒打ちを指導。家

で手伝いをする児童もいたのか上手に駒をうっ児童も

いて有意義な体験だったようです。打ち終わったほた

木は、学校の裏にねかせてあるそうですが、収穫が本

当に楽しみですね。

詮
μ

一∠

馳藝1．猛・　7

竹ぼうきの寄贈
4月1日（火）

　むらおじさんこと、仲深深谷の矢野美義さんが、保

健福祉総合センター（やすらぎ館）に竹ぼうきを10本

寄贈しました。矢野さんは今年でなんと92歳。ゲート

ボールと趣味のパチンコの合間をぬって跳ぼうきを

作っていらっしゃるという矢野さんは、今までもたく

さんの施設や知り合いの方に竹ぼうきを提供されてき

ました。これからも元気で竹ぼうき作りをつづけてほ

しいものです。そしていつまでも長生きしてください
ね。

……醐　鞭　榊騨
の轍肺轍…蝋　関・聯■

開陣闘開

…
開鵬h

　　　戦没者合同追悼式

4月3日（木）

1欝黍
　　　　．月

馬織
訟諫L

　西南戦争から太平洋戦争までの戦没者418柱の冥福

を祈るため、社会福祉協議会主催による戦没者合同追

悼式が行われました。

　今年は天候の関係で総合文化センターで開催されま

したが、当日は約二百名の遺族らが参列し、しめやか

に行われていました。

朔II旗糊。，．榊榊．輔。脚脚M噌101・，．IIII，殉㎜，・㎜・．1”lg・1量II睡■胴開9・．闘■1．「．■■■1，r鱒ooo，噌闘髄■唱”r．榊齢．．Olo帥・燗髄。・曾■llll，・．IIl齢・輔開闘・．，．”・聯●鱒鼎，一・欄・㎜…闘，・．1闘騨噸，，，・榊r㎜，，．開口

　　　　，　　　今日から保育園だぞ～曜懸、4月7日（月）

　．■　　●，1●　　「o■……
胴嗣“

　4月は入園・入学式の季節です。鶴野内保育園では

新たに8人のかわいいちびっ子達が入園しました。町

内の幼稚園、保育園、小・中学校の入園・入学者数は

次のとおりです。坪谷保育園4人、雲隠幼稚園10人

東郷幼稚園13人、寺迫小学校24人（内日向市から14

人）、福瀬小学校7人、東郷小学校19人、坪谷小学校7

鳶天国繍融勉
★一報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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　rア、

日高孝紀先生

　
寒
い
冬
が
終
わ
り
、
だ
ん
だ
ん
夏

が
近
づ
い
て
い
ま
す
が
皆
さ
ん
は
ご

機
嫌
い
か
が
で
す
か
。
今
月
は
胃
の

病
気
と
検
査
治
療
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。

　
我
々
が
日
常
よ
く
見
か
け
る
病
気

に
慢
性
胃
炎
が
あ
り
ま
す
。
年
を
と

る
と
肌
と
同
じ
よ
う
に
胃
の
粘
膜
も

萎
縮
し
徐
々
に
荒
れ
て
き
ま
す
。
高

齢
者
に
は
大
な
り
小
な
り
萎
縮
性
胃

炎
と
い
う
慢
性
胃
炎
の
状
態
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
慢
性
胃
炎
の
場
合
は
症

状
が
な
け
れ
ば
特
に
薬
を
飲
む
必
要

は
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
精
神
的

や
肉
体
的
ス
ト
レ
ス
が
こ
れ
に
加

わ
っ
て
く
る
と
び
ら
ん
性
胃
炎
や
胃

潰
瘍
と
な
っ
て
き
ま
す
。
胃
潰
瘍
を

ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
お
く
と
、
穿

孔
と
い
っ
て
胃
に
穴
が
あ
き
腹
膜
炎

を
起
こ
し
緊
急
手
術
と
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
何
か
思
い
当
た
る
症
状

が
あ
る
よ
う
で
し
た
ら
放
置
せ
ず
に

医
師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
が
気
に
な
る
の
は

や
は
り
癌
で
し
ょ
う
。
最
近
で
は
胃

癌
も
小
さ
い
か
、
大
き
く
て
も
深
く

入
り
込
ん
で
い
な
い
よ
う
な
場
合
に

は
胃
カ
メ
ラ
（
近
頃
の
カ
メ
ラ
は
テ

レ
ビ
で
胃
の
中
が
観
察
で
き
ま
す
。

正
式
に
は
胃
電
子
ス
コ
ー
プ
と
い

い
、
昔
に
比
べ
柔
ら
か
く
細
く
な
っ

て
お
り
か
な
り
飲
み
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
）
に
て
切
除
で
き
ま
す
。
以

前
は
ど
ん
な
に
小
さ
い
癌
で
も
お
腹

を
開
け
て
胃
を
三
分
の
二
以
上
と
っ

て
い
ま
し
た
か
ら
、
早
期
発
見
（
無
症

状
の
こ
と
が
多
い
）
し
て
内
視
鏡
治

療
す
れ
ば
開
腹
手
術
を
せ
ず
に
、
患

者
さ
ん
の
負
担
も
軽
く
、
そ
の
後
の
経

過
も
良
い
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
四
十
歳
を

過
ぎ
た
ら
、
地
区
を
ま
わ
っ
て
く
る

比
較
的
受
け
や
す
い
バ
リ
ウ
ム
を
飲

む
胃
検
診
（
胃
透
視
）
ま
た
は
、
一
番

良
い
の
は
直
接
胃
の
中
を
観
察
し
病

変
を
病
理
組
織
検
査
が
で
き
る
胃
カ

メ
ラ
を
一
年
に
一
度
は
行
う
よ
う
に

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
終
わ
り
に
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
で
す

が
、
ヘ
リ
コ
パ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
と
い

う
細
菌
が
十
二
指
腸
潰
瘍
に
か
な
り

密
接
に
関
係
が
あ
る
こ
と
が
解
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
胃
潰
瘍
、
胃
癌
に

つ
い
て
も
何
か
関
連
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
研
究
が
進
む
と
ま
た
こ
れ
ら
の
治

療
法
等
も
変
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
ま
た
、
ご
き
げ
ん
よ
う
、

さ
よ
う
な
ら
。

　　農作業受託料金・賃金
町農業委員会では、次のとおり推進します。

平成9年度 備　　　　考

耕　　起 5，500

初　田 荒　　代 4，500

植　　代
61500

耕　　起 7，000

飼料作

ｨ跡地
荒　　代 5，500

水
　
　
　
稲
　
　
　
作
　
　
　
業

植　　代 6，500

田　植 6，500 補植、苗運搬は含まない。

グレン
^ンク

19，000 もみの運搬まで。

コンノく

C　ン
16，000 もみの運搬、ひも代は含

ﾜない。

バイン
_　一

6，500 ひも代は含まない。

脱　穀
ハーベスタ
P袋当り

450 袋代は含まない。

耕　転 パワ　ー
fィスク

4，000
但し15～20cm、貸し出し
ｿ金500円

耕
転
作
業 深　耕 プラウ 5，500

農機具使用者 10，000

田植作業（男女共） 8，000
一
日
当
た
り
賃
金

男 8，000

一般農作業
女 6，000

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
罪
報
の
「
牧
水
の
う
た
の
解
説
」
で

は
約
八
千
首
と
も
い
わ
れ
る
牧
水
の

歌
の
中
か
ら
で
き
る
だ
け
そ
の
季
節

に
ふ
さ
わ
し
く
、
そ
し
て
皆
さ
ん
に

共
感
し
て
も
ら
え
そ
う
な
歌
を
選
ん

で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
月
の
歌
は
「
町
な
か
の
小

橋
の
ほ
と
り
ひ
や
や
け
き
風
流
れ
み

て
さ
く
ら
散
る
な
り
」
。
こ
の
歌
は
大

正
九
年
（
一
九
二
〇
・
三
十
五
歳
）
四

月
中
旬
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
で
開
催

さ
れ
た
「
歌
会
」
に
出
席
の
た
め
当
市

を
訪
れ
た
時
の
作
で
、
「
宇
都
宮
市
に

て
」
と
題
し
て
詠
ん
で
い
る
中
の
一

首
で
す
。
牧
水
が
、
桜
、
と
く
に
山
桜

　　　　　　　　　　　　　　　　（10a当たり　単価：円）
（注意事項）

1、倒伏などについては、受委託者間で協議し、別途加算する。

2、飼料作物については、耕起からの一貫作業として10，000円

　とする。種子、種まきは含まない。

を
愛
し
た
こ
と
は
以
前
に
も
書
き
ま

し
た
が
、
こ
の
歌
の
桜
は
お
そ
ら
く

染
井
吉
野
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
町
の
中
の
小
さ
な
流
れ
に
か
か
っ

て
い
る
小
さ
な
橋
の
そ
ば
に
さ
し
か

か
る
と
、
そ
こ
に
は
ひ
や
や
か
な
風

が
流
れ
て
い
て
、
桜
の
花
が
静
か
に

散
っ
て
い
る
」
と
い
う
情
景
で
す
。
桜

は
満
開
の
時
も
も
ち
ろ
ん
き
れ
い
で

す
が
、
静
か
に
散
っ
て
い
る
と
き
も

情
緒
が
あ
っ
て
い
い
で
す
ね
。

　
と
こ
ろ
で
、
牧
水
の
う
た
は
「
用
語

が
よ
く
洗
練
さ
れ
、
歌
と
し
て
の
声

調
が
美
し
い
」
と
い
う
定
評
が
あ
り

ま
す
。
ま
さ
に
こ
の
歌
も
実
に
清
ら

わ
た
な
べ
く
に
ひ
ご
ノ

凝

雌

か
で
美
し
く
、
私
達
に
な
ん
と
も
い

え
な
い
あ
た
た
か
み
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。
牧
水
が
自
然
詠
の
第
一

人
者
と
．
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。

　
な
お
、
こ
の
歌
は
第
十
三
歌
集
「
く

ろ
土
」
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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三
世
代
交
流

　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　　　　　　お知らせ
く《i＜インフォメーション》i》

　
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
と

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催
す
る

「
第
5
回
三
世
代
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
」
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
子
ど
も
達
と
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
、
そ
し
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
達
の
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
と

れ
た
ハ
ツ
ラ
ツ
プ
レ
ー
を
皆
さ
ん
で

応
援
に
き
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
5
月
1
1
日
（
日
）
8
時
3
0
分

　
　
　
　
開
会

▽
場
所
　
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

県
身
体
障
害
者

　
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会

▽
日
時
　
5
月
1
1
日
（
日
）

▽
場
所
宮
崎
市

宮
崎
県
民
体
育
大
会

　
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
宮
崎
県

民
体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
本
町

か
ら
は
、
東
臼
杵
郡
で
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
一
般
男
子
一
部
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
一
般
女
子
一
部
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
陸
上
競
技
等
の
そ

れ
ぞ
れ
の
選
手
が
県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
座
を
目
指
し
て
出
場
し
ま
す
。

▽
期
日
　
5
月
2
4
～
2
5
日
（
土
、
日
）

▽
場
所
　
宮
崎
市
周
辺

戦
没
者
の
遺
族
の

　
　
　
皆
様
へ

　
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
み
で

す
か
。

　
特
別
弔
慰
金
は
、
昭
和
六
年
九
月

十
八
日
（
満
州
事
変
勃
発
の
日
）
以
後

に
公
務
及
び
勤
務
に
関
連
し
て
死
亡

し
た
戦
没
者
に
つ
い
て
、
年
金
等
の

給
付
を
受
け
る
遺
族
が
平
成
七
年
四

月
一
日
に
お
い
て
い
な
い
場
合
に
先

順
位
者
の
方
お
一
人
に
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　
一
、
特
別
弔
慰
金
は
国
債
で
支
給

さ
れ
ま
す
。
国
債
の
額
面
は
四
十
万

円
で
十
年
間
で
償
還
さ
れ
ま
す
。

　
二
、
請
求
期
間
は
、
平
成
十
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　
三
、
戦
没
者
の
死
亡
後
に
生
ま
れ

た
方
（
戦
没
者
の
子
を
除
く
）
は
、
特

別
弔
慰
金
支
給
法
に
お
け
る
遺
族
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
請
求
権
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
四
、
平
成
七
年
四
月
一
日
以
後
に
、

特
別
弔
慰
金
の
権
利
者
が
死
亡
し
た

場
合
、
そ
の
相
続
人
が
請
求
で
き
ま

す
。
　
五
、
請
求
手
続
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
役
場
福
祉
生
活
課
で
手
続
し

て
下
さ
い
。

※
請
求
手
続
に
関
す
る
詳
し
い
お
問

い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
役
場
福
祉

生
活
課
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。

シ
ル
バ
ー
人
材

　
セ
ン
タ
ー
設
立

　
東
郷
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
設
立
総
会
が
三
月
五
日
に
町
シ
ル

バ
ー
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
豊
富
な
社
会
経
験
と
優
れ

た
技
術
・
知
識
を
活
用
す
る
場
所
を

提
供
す
る
と
共
に
、
生
き
が
い
づ
く

り
と
社
会
参
加
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
三
十
名
の
会
員
が
登
録
さ

れ
、
そ
の
内
の
数
名
が
二
、
三
ヶ
所
の

事
業
所
で
働
い
て
い
ま
す
。

　
会
員
に
な
る
た
め
に
は
、
お
お
む

ね
六
十
歳
以
上
で
働
く
意
欲
の
あ
る

健
康
な
急
な
ら
ど
な
た
で
も
登
録
が

で
き
ま
す
。
会
員
の
募
集
は
随
時

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
東
郷
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
事
務
局
が
あ
り
ま
す
。
団
6
9

－
2
1
1
6
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
同
時
に
企
業
及
び
一
般
家
庭
で
、

経
理
事
務
、
宛
名
書
き
、
除
草
、
草

刈
、
農
作
業
な
ど
の
仕
事
が
あ
り
ま

し
た
ら
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。

宮
崎
県
育
英
資
金

　
　
　
奨
学
生
の
募
集

　
宮
崎
県
育
英
資
金
は
、
向
学
心
に

富
み
な
が
ら
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学
が
困
難
な
学
生
に
対
し
て
奨
学

金
の
貸
与
を
行
い
、
将
来
有
望
な
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
申
込
資
格
は
本
人
の
生
計
を
主
と

し
て
維
持
す
る
人
が
宮
崎
県
内
に
居

住
し
て
お
り
、
本
人
が
大
学
（
短
期
大

学
）
・
高
等
学
校
ま
た
は
専
門
学
校

に
在
学
し
て
い
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
貸
与
月
額
及
び
採

用
予
定
人
数
、
貸
与
期
間
、
申
込
手

続
、
選
考
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
町
教
育
委
員
会
学
校
教

育
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
5
月
2
0
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
　
一
期

善
書
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
4
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
坪
谷
の
大
塚
高
さ
ん
か
ら

（
ア
サ
ノ
さ
ん
・
8
9
歳
逝
去
）

◎
日
向
市
の
寺
原
茂
英
さ
ん
か
ら

（
フ
ミ
さ
ん
・
8
3
歳
逝
去
）

◎
福
瀬
の
高
尾
広
光
さ
ん
か
ら

（
金
次
郎
さ
ん
・
7
3
歳
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
佐
藤
文
子
さ
ん
か
ら

（
兼
義
さ
ん
・
6
1
歳
逝
去
）

般
　
寄
　
付

　
坪
谷
の
寺
原
イ
ト
エ
さ
ん
、
羽
坂

の
井
本
ミ
チ
ヱ
さ
ん
、
迫
野
内
の
黒

木
文
雄
さ
ん
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
快
気
祝

い
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善
意

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
三
月
届
出
分
）

出
生
　
お
め
で
と
う

高
尾
金
次
郎

佐
藤
兼
義

大
塚
ア
サ
ノ

氏
名

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

谷
口
董

直
野
良

山
田
雄
規

前
田
紗
希

一
一
あ
氏
名

61

ﾎ

89

ﾎ
年
齢

覚 達
也
亙 利
幸

舞
回

国
　
瀬

迫
野
内
坪
谷
住
所
田
野
福
瀬
福
瀬

迫
野
内

住
所

て
ら
ロ
や
し
り
り
ら
ぼ
ら
の
ら
ち
ら
ち
や
ら
う
ら
り
も
り
も
ら
の
ら
　
ら
し
の

榊
　
下
渡
川
の
甲
斐
久
四
郎
さ
”

ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

”
ん
か
ら
手
作
り
の
花
器
を
い
御

ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

“
た
だ
き
ま
し
た
。
仕
事
の
合
間
”

桝
を
み
て
作
っ
て
お
ら
れ
る
そ
”

ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

”
う
で
す
。
現
在
住
民
課
の
窓
口
御

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

’
に
お
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
一

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

“
ら
四
季
折
々
の
花
を
飾
り
た
”

サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

”
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
脚

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

・
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
9

φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

ザ
．
1
噸
9
噂
1
，
1
噺
－
肇
1
り
l
l
l
．
9
隻
1
ら
1
噺
－
噸
－
暫
1
し
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